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「わたしの主張2026静岡県大会」の最優秀賞決定！ 

 
 わたしの主張20262025静岡県大会が８月20日（木）に開催され、審査の結果、浜松市

立中郡中学校の鈴木さんが最優秀賞に選ばれました。鈴木さんを全国大会の候補者とし

て、関東・甲信越静ブロックに推薦します。 

 

〇【わたしの主張2026静岡県大会】 

「わたしの主張」は、昭和54年の国際児童年をきっかけに開催され、今年で48回目を迎

える歴史ある大会です。県内127校、8,002人の応募の中から事前審査で選ばれた中学生

が、日常生活の中で感じていることや故郷への思いなどを若者らしい自由な発想で発表

しました。 

 

〇【審査結果】 

  氏 名 学 校 名 学年 題  名 

最優秀賞 鈴木さん 浜松市立中郡中学校 3 「失敗」は「データ」である 

優秀賞 

岩崎さん 三島市立中郷西中学校 3 心のバリアフリー 

伊藤さん 吉田町立吉田中学校 3 （笑）からの自立 

大石さん 磐田東中学校 3 落語で広がる想像の世界 

優良賞 

杉山さん 三島市立錦田中学校 3 2/9000 

田中さん 浜松学芸中学校 3 五百四十 

木村さん 伊豆市立伊豆中学校 3 動ける即戦力 

鈴木さん 静岡大学教育学部附属浜松中学校 3 効率にはもうとらわれない 

長島さん 沼津市立戸田小中一貫学校 9 戸田で生きる 戸田と生きる 

大橋さん 静岡市立豊田中学校 3 嘘 

秋野さん 
御前崎市牧之原市学校組合立 

御前崎中学校 
3 一本の傷跡と「当たり前」の奇跡 

千島さん 静岡市立清水第七中学校 3 人と過ごす時間 

栃原さん 富士宮市立富士根北中学校 3 「保身」から「勇気ある配慮」へ 

中学生の投票で選ばれる「共感賞」には、三島市立錦田中学校の杉山さんが選ばれました。 

 

〇【全国大会について】 全国大会ＨＰ：https://www.niye.go.jp/services/syutyou.html 

開催日 ：令和８年11月22日（日） 

開催場所：国立オリンピック記念青少年総合センター 
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14：00訂正
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※各都道府県推薦者47名の中からブロック代表として選ばれた12名が出場。 

静岡県は関東・甲信越静ブロックに属し、代表枠は３名。 

 

静 岡 県 教 育 委 員 会  

 

 



第 48 回少年の主張全国大会～わたしの主張 2026～ 

開催要綱 

 

１．趣  旨  少子高齢化、国際化、情報化が急速に進み、環境が目まぐるしく変化する現代社会に

おいて、次代を担う子どもたちには、心身ともに健康で他者を思いやる心を持ち、社会

的に自立していける、健やかな成長が求められています。 

そのためには、広い視野と柔軟な発想や創造性などと共に、物事を論理的に考える力

や、自らの主張を正しく伝え、理解してもらう力などを身に付けることが大切です。 

少年の主張全国大会は、子どもたちにとって、これらの契機となることを願い実施す

るものです。 

 

２．開催日時  令和８年 11 月 22 日（日）13 時～16 時 

 

３．開催場所  国立オリンピック記念青少年総合センター カルチャー棟大ホール 

        〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町３番１号 

 

４．対  象  日本在住の中学生及びそれに相応する学籍又は年齢にあるもの。 

        ※国籍は問わないが、日本語で発表できること。 

         なお、作品は未発表、自作のものに限ります。 

 

５．主  催  国立青少年教育振興機構 

 

６．特別協力  公益財団法人上廣倫理財団（予定） 

 

７．協  力  青少年育成道府県民会議、全国青少年育成県民会議連合会、全日本中学校長会、 

（予 定）  日本私立中学高等学校連合会、公益社団法人日本 PTA 全国協議会 

 

８．後  援  こども家庭庁、文部科学省、東京都教育委員会、日本放送協会、 

  （予 定）  一般社団法人日本民間放送連盟、一般社団法人日本新聞協会、 

        社会福祉法人全国社会福祉協議会 

 

９．発表者・発表内容等 

 (１) 主 張 発 表 者  各都道府県大会の代表者合計 47 名の中から、ブロック代表として 12 名

の全国大会の発表者を決めます。 

 

 (２) ブロック代表定数  全国を５ブロックに分け、ブロック毎に出場者数を定め、それぞれのブ

ロックの発表者を選出します。 

○ 北海道・東北ブロック ２名 

○ 関東・甲信越静ブロック ３名 

○ 中部・近畿ブロック  ３名 

○ 中国・四国ブロック  ２名 

○ 九州ブロック  ２名 



(３) 発 表 内 容 

ア 社会や世界に向けての意見、未来への希望や提案など。 

イ 家庭、学校生活、社会（地域活動）及び身の回りや友達との関わりなど。 

ウ テレビや新聞などで報道されている少年の問題行動、大人や社会の様々な出来事に対する意見

や感想、提言など。 

 上記のような内容で、心からの思い、考えたことや感銘を受けたことなどを、少年らしい自 

由でユニークに、飾り気のない言葉でまとめたもの。 

また、商業的な固有名詞の使用は極力避けるようにしてください。 

（悪い例：○○県にある○○旅館 良い例：○○県にある旅館 など。） 

 

 (４) 発 表 時 間  ５分程度（400 字詰原稿用紙 ４枚程度） 

 

10．表  彰 

(１) 全国大会発表者（12 名）に国立青少年教育振興機構理事長より奨励賞、全国大会発表者に選

考されなかった都道府県大会代表者全員（35 名）に同理事長より努力賞を贈ります。 

(２) 全国大会の審査委員会で審査の上、内閣総理大臣賞、文部科学大臣賞・国立青少年教育振興

機構理事長賞他を選考し、賞状を授与します。また、審査委員会の審査過程によっては、審

査委員会委員長賞及び審査委員会特別賞が選考される場合があります。 

(３) 全国大会発表者全員（12 名）に、記念品が贈呈されます。また、内閣総理大臣賞・文部科学

大臣賞・国立青少年教育振興機構理事長賞・審査委員会委員長賞・審査委員会特別賞を受賞

された方には、副賞が贈呈されます。 

 

11．そ の 他 

(１) 応募は、各青少年育成県民会議等を通して行います。 

(２) 全国大会に応募した作品の出版権は、国立青少年教育振興機構に帰属します。 

(３) 全国大会当日のプログラム、発表集には、本人の写真と氏名、学校名等を掲載いたします。 

(４) 全国大会実施後に作成する報告書（作品集）について、当日の実施風景をはじめ、全国大会

に応募（推薦）された 47 作品全てを掲載し、本人の氏名及び学校名等を公開するとともに、

関係機関に配布します。 

※全国大会当日の発表の様子や審査結果については、本人の氏名及び学校名等をＷＥＢ上でも

公開します。 

 

12．問い合わせ先 

  独立行政法人国立青少年教育振興機構 

  教育事業部 事業連携課 事業係 

  〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町３番１号 

  Mail shucho@niye.go.jp 


